
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

 

（上伊那地域） 

令和元年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 上伊那北部自転車観光推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

上伊那北部観光連絡協議会（事務局：箕輪町役場産業振興課内） 

上伊那郡箕輪町大字中箕輪 10298 番地 

事業区分 ⑥ ア特色ある観光地づくり 

事業タイプ ソフト 

総事業費  1,329,053 円（うち支援金：921,000 円） 

①自転車へ興味がある者へアプローチ 

 

②コース開発、観光地点を自転車で繋ぐ 

 

③コース開発 PR ※未実施 

※自己評価【B】 

【理由】 

・サイクルスタンド WS は想定人数の約半数だ

が、規模に対する当日人数は適正に思える。 

・試走会では改善の意見がありコース設定の

参考となった。 

・モニターツアーは中止になってしまったが、

募集人数は２回とも定員に達した。 

【ワークショップの様子】 

 
 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 
①サイクルスタンド製作ワークショップ 
 ３町村合計 47 人が参加し、家族連れや外国人の姿も見られ、自転車や物

づくりに興味のある層へアプローチすることができた。 
 
②サイクリングツアーコース試走会 

 モニターツアーのコースを職員が実際に走行してみたことで、安全面や観
光面で改善点が挙げられた。地元メディアの取材も受け、PR に繋がった。 
 

③サイクリングモニターツアー※未執行 
 いずれの開催日も中止になったが、参加者は定員に達し、募集チラシや
SNS での発信による効果があった。参加者内訳を見ると家族連れもおり、初

心者から乗り慣れた方もいて、関心の高さを感じる結果となった。 

上伊那北部地域は平坦、急峻な地形を有しており、様々な自転

車コースの設定が可能。また、自転車事業は長野県でも盛り上が

りを見せており、次年度のサイクリングマップ作成に向け、下記

の事業を行った。 

・サイクルスタンドワークショップ ３回 

  辰野町：8/3 箕輪町 8/10 南箕輪村：8/17 

・サイクリングツアーコース試走会 町村職員９人参加 

  実施日：９月 11 日 

・サイクリングモニターツアー 20 人参加予定 

  当初：10 月 12 日 台風により中止 

  再振替日：３月７日 新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策のため中止 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

サイクルスタンド製作は一般向けに実施して公共施設に設置することができた。今後は飲食店やコンビニなど事業者向けの

サイクルスタンドワークショップを開催し事業者との連携、関わり合いの機会を作っていく。その先に他の事業者が自主的に

スタンドの設置などを行い、独自の商品開発や活性化に繋がることを期待している。 

 サイクリングコースの設定は概ねできたため、今後「Japan Alps Cycling Road」を含めた上伊那北部地域のマップを製作し

幅広い層に PR していく。当該地域を周遊できるコースと観光地へのアクセスルートの表示、近隣市町村の観光地へ抜けるル

ートの表示などマップを見る人に有効な内容を掲載したい。 

 マップ完成後にルートを辿るサイクリングモニターツアーを実施し、更なる改善、PR 活動を行い、自転車機運の醸成を図る。 


